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に
密
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0.5mまで腐植質で軟質
含水・粘性ともに中位である

含水量多く粘性やや大きい
上部は腐植物混入

φ5～50mmの円・亜円礫が主体

粒径不均一な細砂で粘土分が非常
に多い
φ5～40mmの円・亜円礫主体
φ100～200mm(コア長
L=30～70mm)の玉石が点在

礫間は粒径不均一な砂で充填され
ている

4.0m付近まで孔壁崩壊し易い
4.0～6.0m間は少量逸水する

安山岩・流紋岩など火成岩が多い

含水・粘性ともに中位である
礫はφ5～10mmの円礫でなる

φ5～40mmの円・亜円礫主体
φ100～200mm(コア長
L=30～70mm)の玉石が点在

礫間は粒径不均一な砂で充填され
ている

流紋岩など火成岩が多い

14.0m付近は褐色を呈す

15.9～16.1m間は礫混じり粗砂を
挟む

全体に固結の程度が高く非常に締
まっている

含水・粘性ともに中位である
細砂分が少量混じる

φ5～40mmの円・亜円礫主体

φ100～200mm(コア長
L=30～70mm)の玉石が点在

礫間は粒径不均一な砂で充填され
ている

全体に固結の程度が高く非常に締
まっている

礫種は安山岩,流紋岩など火成岩が
多い

逸水は殆どなく孔壁安定する
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φ5～40mmの円・亜円礫主体

φ100～200mm(コア長
L=30～70mm)の玉石が点在

礫間は粒径不均一な砂で充填され
ている

全体に固結の程度が高く非常に締
まっている

礫種は安山岩,流紋岩など火成岩が
多い

逸水は殆どなく孔壁安定する
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